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本
書
は
、
保
険
毎
日
新
聞

社
か
ら
典
型
判
例
シ
リ
ー
ズ

と
し
て
、
『
実
務
理
論
　
事

故
法
大
系
』
を
刊
行
す
る
企

画
の
第
２
巻
で
あ
る
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
、
民
事
事
件
を

対
象
に
、
事
故
法
を
形
成
す

る
膨
大
な
事
故
に
関
す
る
民

事
判
例
の
中
か
ら
典
型
判
例

を
精
選
し
、
実
務
理
論
を
提

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

企
画
で
あ
る
。
「
典
型
判

例
」
と
は
、
「
裁
判
例
の
う

ち
、
裁
判
所
の
法
創
造
機
能

が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
そ
の

後
の
判
例
及
び
紛
争
処
理
実

務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の

を
い
う
」
と
い
う
編
著
者
の

意
欲
的
な
企
画
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
、

「
事
故
」
の
概
念
を
「
ゆ
る

や
か
に
捉
え
、
交
通
事
故
、

労
働
事
故
を
は
じ
め
私
た
ち

の
生
活
の
諸
相
に
お
い
て
遭

遇
す
る
事
故
を
広
く
と
り
あ

げ
て
い
き
た
い
」
と
の
意
欲

を
も
っ
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ

る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
「
事

故
」
を
国
語
的
に
い
え
ば

「
思
い
が
け
ず
起
こ
っ
た
悪

い
出
来
事
」
（
広
辞
苑
）
と

い
う
意
味
に
お
い
て
多
面
的

に
取
り
上
げ
る
企
画
と
解
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
事

故
」
の
意
図
の
下
に
弁
護
士

に
限
ら
ず
学
者
、
社
労
士
を

含
む
16
人
の
実
務
家
が
３
章

に
区
分
し
て
執
筆
し
、
「
本

シ
リ
ー
ズ
は
全
体
と
し
て
事

故
法
と
し
て
形
成
さ
れ
る
分

野
で
あ
り
、
事
故
の
定
義
は

か
か
る
形
成
過
程
の
な
か
で

明
確
に
な
る
も
の
と
考
え

る
」
（
本
書
は
し
が
き
）
と

の
編
著
者
の
意
欲
的
な
取
り

組
み
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
第
Ⅰ
章
は
、
典
型
的
な
労

働
事
故
で
あ
る
労
災
保
険
の

適
用
に
関
す
る
問
題
点
を
５

人
の
著
者
が
担
当
し
て
い

る
。
最
初
に
「
概
説
」
と
し

て
、
上
原
裕
紀
弁
護
士
が
労

災
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
広
く
認
定
制
度
を
紹
介

し
、
脳
・
心
臓
疾
患
や
精
神

疾
患
に
つ
い
て
の
認
定
基
準

の
変
遷
に
つ
い
て
も
述
べ
て

い
る
。

　
次
い
で
「
典
型
判
例
」
と

し
て
「
業
務
上
の
疾
病
―
治

療
機
会
の
喪
失
」
を
藤
井
奏

子
弁
護
士
が
担
当
し
て
い

る
。
こ
れ
は
何
ら
か
の
疾
病

が
あ
り
、
安
静
、
療
養
が
必

要
な
状
況
な
の
に
や
む
を
得

な
い
業
務
の
継
続
の
故
に
そ

れ
が
で
き
ず
重
大
な
結
果

（
死
亡
）
に
至
っ
た
場
合
に

は
「
業
務
起
因
性
が
認
め
ら

れ
る
と
し
、
そ
の
業
務
の
継

続
に
判
断
要
素
と
し
て
、
安

静
、
治
療
の
機
会
の
喪
失
が

あ
る
こ
と
を
業
務
起
因
性
」

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
様

な
問
題
点
が
あ
る
。
分
析
さ

れ
た
判
例
の
中
に
は
私
自
身

が
上
告
審
ま
で
被
告
代
理
人

と
し
て
参
加
し
た
事
件
も
あ

り
、
難
し
い
論
点
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
「
業
務
上
の
疾

病
―
消
化
器
系
疾
患
の
労
災

認
定
」
と
し
て
、
「
労
働
者

が
、
疾
病
の
基
礎
と
な
り
得

る
素
因
又
は
疾
患
（
「
基
礎

疾
患
等
」
と
い
う
）
を
有
し

て
い
る
場
合
（
又
は
す
で
に

発
症
し
て
い
る
）
で
あ
っ
て

も
、
業
務
に
よ
り
基
礎
疾
患

等
が
自
然
的
経
過
を
超
え
て

急
激
に
悪
化
し
て
当
該
疾
病

を
発
症
し
た
と
い
え
る
と
き

に
は
、
業
務
と
当
該
疾
病
と

の
間
の
相
当
因
果
関
係
の
存

在
が
肯
定
さ
れ
る
」
と
の

「
そ
の
他
業
務
に
起
因
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
疾
病
」

（
労
基
則
別
表
第
１
の
２
第

11
号
）
の
適
用
問
題
を
上
原

弁
護
士
が
分
析
し
て
い
る
。

「
い
わ
ゆ
る
最
後
の
一
滴

論
」
に
至
る
問
題
で
あ
る
。

　
次
に
「
歓
送
迎
会
参
加
後

の
送
迎
中
の
交
通
事
故
と
労

働
災
害
」
と
し
て
「
宴
会
等

の
行
事
へ
の
参
加
中
ま
た
は

参
加
前
後
の
事
故
に
つ
き
業

務
遂
行
性
が
問
題
と
な
っ
た

事
例
や
行
政
解
釈
に
つ
い

て
」
前
嶋
義
大
弁
護
士
が
、

業
務
遂
行
性
が
認
め
ら
れ
た

事
件
及
び
否
定
さ
れ
た
事
件

そ
れ
ぞ
れ
各
七
つ
の
事
例
を

分
析
し
て
論
じ
て
い
る
。

　「
通
勤
災
害
」
に
つ
い

て
、
業
務
終
了
後
の
飲
酒
を

伴
う
会
合
や
懇
親
会
等
に
関

し
業
務
と
帰
宅
行
為
が
「
就

業
に
関
し
」
に
該
当
し
、
業

務
関
連
性
が
あ
り
該
当
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
判
例
の
分

析
を
伊
藤
尚
弁
護
士
が
担
当

し
て
い
る
。

　
第
Ⅰ
章
の
「
労
災
保
険
」

の
分
析
の
最
後
に
労
災
保
険

の
特
別
加
入
制
度
に
つ
い

て
、
事
業
主
等
の
特
別
加
入

者
が
労
災
保
険
給
付
を
受
け

る
要
件
に
関
す
る
問
題
点
と

補
償
範
囲
の
制
約
に
つ
い
て

高
橋
健
社
労
士
が
担
当
し
て

い
る
。

　
第
Ⅱ
章
は
、
労
働
事
故
に

つ
い
て
の
民
事
上
の
損
害
賠

償
責
任
に
つ
い
て
、
「
概

説
」
と
「
安
全
配
慮
義
務
」

を
小
賀
野
晶
一
教
授
が
担
当

し
、
安
全
配
慮
義
務
の
債
務

不
履
行
構
成
と
不
法
行
為
構

成
の
異
同
に
関
し
て
分
析
し

て
い
る
。
総
論
の
次
に
、
問

題
の
あ
る
「
過
労
死
」
と
い

う
脳
・
心
臓
疾
患
に
つ
い
て

［評者］　

安
西
　
愈
（
弁
護
士
）

企
業
の
人
事
労
務
・
健
康
管
理
担
当
者
に
も
薦
め
た
い
１
冊

『（
典
型
判
例
シ
リ
ー
ズ
）実
務
理
論

　
事
故
法
大
系
Ⅱ
　
労
働
事
故
』

小
賀
野
晶
一
、平
沼
直
人
　
編
著

書書　　評評

荻
谷
聡
史
弁
護
士
が
、
「
過

労
自
殺
」
と
い
う
精
神
疾
患

に
つ
い
て
加
地
弘
弁
護
士
が

分
析
し
て
い
る
。
そ
の
分
析

は
、
因
果
関
係
と
し
て
行
政

の
労
災
認
定
基
準
と
の
関

係
、
民
事
責
任
と
し
て
の
予

見
可
能
性
、
長
時
間
労
働
と

の
関
係
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

　
そ
し
て
、
最
近
問
題
と
な

っ
て
い
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
よ
る
自
殺
」
の
判

例
分
析
を
中
山
達
夫
弁
護
士

が
、
「
性
同
一
性
障
害
の
労

働
者
に
対
す
る
処
遇
」
と
し

て
大
森
未
緒
弁
護
士
が
、
損

害
賠
償
に
限
ら
ず
広
く
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
諸
問
題
を
分
析
し
て

い
る
。
そ
し
て
発
症
ま
で
に

長
期
間
を
要
し
、
多
様
な
法

的
問
題
の
あ
る
「
じ
ん
肺
罹

患
と
安
全
配
慮
義
務
違
反
」

に
つ
い
て
石
田
達
郎
弁
護
士

が
分
析
し
、
予
見
可
能
性
に

つ
い
て
「
危
惧
論
」
の
重
要

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
次
に
、
遅
発
性
・
進
行
性

疾
患
に
つ
い
て
問
題
と
な
る

「
消
滅
時
効
」
に
つ
い
て
、

黒
田
雄
太
弁
護
士
が
図
解
し

て
判
例
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
ま
た
、
民
法
改
正
に
関

し
適
用
関
係
を
示
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
労
働
災
害
に
お
け

る
逸
失
利
益
の
特
殊
問
題
で

あ
る
「
不
法
就
労
外
国
人
の

逸
失
利
益
」
に
つ
い
て
、
損

害
論
と
し
て
平
沼
大
輔
弁
護

士
が
分
析
し
て
い
る
。

　
第
Ⅲ
章
は
、
労
働
事
故
に

特
有
で
重
要
な
「
損
害
額
の

調
整
」
と
し
て
、
「
概
説
」

を
平
沼
直
人
弁
護
士
が
、

「
過
失
相
殺
」
を
渡
辺
康
年

弁
護
士
が
、
典
型
判
例
を
分

析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
情
報
の
不
申

告
を
過
失
相
殺
事
由
と
し
な

か
っ
た
典
型
最
高
裁
判
例
の

下
級
審
へ
の
影
響
を
分
析
し

て
い
る
。

　
次
に
「
疾
患
に
よ
る
減

額
」
と
し
て
、
基
礎
疾
病
の

寄
与
度
減
額
を
平
沼
直
人
弁

護
士
が
担
当
し
て
分
析
し
て

い
る
。
過
失
相
殺
と
基
礎
疾

病
に
よ
る
減
額
問
題
は
損
害

賠
償
の
実
務
上
重
要
な
争
点

で
あ
り
、
判
例
分
析
に
よ
り

そ
の
到
達
点
を
知
る
こ
と
は

実
務
上
重
要
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
労
働
災
害
の
民

事
上
の
損
害
賠
償
額
算
定
に

当
た
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
多

い
「
損
害
賠
償
と
労
災
保
険

給
付
と
の
間
の
損
益
相
殺
的

調
整
」
を
田
島
潤
一
郎
弁
護

士
が
分
析
し
、
多
様
な
法
的

問
題
や
計
算
技
術
的
問
題
、

さ
ら
に
企
業
内
の
補
償
規
定

作
成
上
の
留
意
や
和
解
の
際

の
注
意
に
及
ん
で
述
べ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
労
働
事
故
の
全

体
的
な
展
開
と
典
型
判
例
の

分
析
を
通
じ
て
の
実
務
上
の

重
要
な
取
り
扱
い
や
論
点
へ

の
対
応
は
、
企
業
に
お
け
る

労
務
管
理
上
留
意
す
べ
き
事

項
で
あ
り
、
法
律
実
務
家
だ

け
で
は
な
く
広
く
企
業
の
人

事
労
務
に
携
わ
る
方
や
安

全
、
健
康
管
理
担
当
者
の
方

々
に
も
お
薦
め
し
た
い
著
書

で
あ
る
。

　（
Ａ
５
判
／
４
１
６
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
22
年

２
月
10
日
発
行
、
税
込
４
６

２
０
円
）

　
Ｆ
Ｗ
Ｄ
生
命
は
５
月
19

日
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
全
国
学
童
野
球
振
興
協

会
（
伊
藤
浩
理
事
長
）
が

運
営
す
る
「
ポ
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
カ
ッ
プ
」
の
２
０

２
２
年
シ
ー
ズ
ン
に
ス
ポ

ン
サ
ー
ド
契
約
を
結
ぶ
こ

と
を
決
定
し
た
と
発
表
し

た
。

　「
ポ
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

カ
ッ
プ
」
は
、
全
国
１
３

０
０
チ
ー
ム
を
超
え
る
自

主
対
戦
式
の
学
童
軟
式
野

球
大
会
で
、
毎
大
会
、
プ

ロ
野
球
界
の
現
役
・
Ｏ
Ｂ

選
手
を
大
会
会
長
に
招
い

て
各
地
区
の
開
会
式
や
全

国
大
会
で
共
に
応
援
す

る
。
日
本
で
唯
一
、
参
加

費
無
料
で
日
本
一
を
目
指

せ
る
大
会
で
あ
る
こ
と

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒

介
と
し
て
チ
ー
ム
間
の
自

主
性
を
重
視
し
た
参
加
チ

ー
ム
運
営
型
の
大
会
で
あ

る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。

　
全
国
学
童
野
球
振
興
協

会
は
、
「
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
育
成
」
と
い
う

理
念
の
下
、
「
ポ
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
カ
ッ
プ
」
の
運

営
に
関
す
る
事
業
を
実

施
。
学
童
野
球
全
体
を
盛

り
上
げ
、
選
手
の
野
球
に

対
す
る
力
や
知
識
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
に
寄
与
し
て

い
る
。

　
全
国
学
童
野
球
振
興
協

会
の
伊
藤
理
事
長
は
今
回

の
決
定
を
受
け
て
、
「
こ

の
た
び
は
本
事
業
へ
の
ご

理
解
と
協
賛
を
い
た
だ
き

大
変
う
れ
し
く
思
う
。
全

国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
懸
け

た
『
ポ
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

カ
ッ
プ
』
は
開
催
か
ら
15

年
間
に
わ
た
っ
て
地
域
密

着
型
の
ス
ポ
ー
ツ
育
成
事

業
と
し
て
活
動
を
続
け
て

き
た
。
ま
た
、
２
０
１
９

年
大
会
か
ら
、
故
星
野
仙

一
大
会
永
世
名
誉
会
長
が

伝
え
続
け
た
『
野
球
の
す

そ
野
の
拡
大
』
を
象
徴
す

る
大
会
と
し
て
『
星
野
仙

一
杯
』
と
い
う
称
号
も
付

け
加
え
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
追

い
か
け
る
大
切
さ
を
追
求

し
続
け
て
い
る
。
大
会
の

運
営
は
『
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
』
と
『
一
般
企
業

様
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
』
に
よ

っ
て
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

健
全
な
子
ど
も
た
ち
の
育

成
と
、
夢
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
が

実
感
し
、
地
域
間
交
流
の

活
性
化
を
拡
大
で
き
る
よ

う
に
、
本
協
賛
に
よ
る
支

援
を
生
か
し
て
さ
ら
に
活

性
化
を
目
指
し
て
い
く
」

と
コ
メ
ン
ト
。

　
Ｆ
Ｗ
Ｄ
生
命
の
山
岸
英

樹
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
「
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成

長
を
願
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
人
間
形
成
を
目
指

す
全
国
学
童
野
球
振
興
協

会
様
の
取
り
組
み
に
協
賛

す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
育
成
環
境
の

さ
ら
な
る
発
展
や
社
会
の

活
性
化
に
貢
献
で
き
る
機

会
と
し
て
大
変
光
栄
な
こ

と
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
ポ
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

カ
ッ
プ
は
ど
の
チ
ー
ム
で

も
参
加
費
無
料
で
日
本
一

を
目
指
せ
る
唯
一
の
学
童

野
球
大
会
で
あ
り
、
野
球

に
取
り
組
む
多
く
の
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
ご
家
族
、

応
援
す
る
方
々
と
喜
び
の

瞬
間
を
共
に
す
る
こ
と

と
、
Ｆ
Ｗ
Ｄ
生
命
が
掲
げ

る
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
『C

elebrate 

L
iv
in
g

＝
人
生
を
謳
歌

す
る
』
と
は
非
常
に
親
和

性
が
高
い
と
考
え
て
い

る
。
Ｆ
Ｗ
Ｄ
生
命
は
『
ポ

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
カ
ッ

プ
』
を
全
社
一
丸
と
な
っ

て
応
援
し
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

全
国
1
3
0
0
チ
ー
ム
の
学
童
軟
式
野
球
大
会

「
ポ
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
カ
ッ
プ
」に
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
契
約

FWD生命


